
腰椎後側弯症などに対する脊柱矯正固定術

・腰椎後側弯症は加齢や圧迫骨折後に生じ、立位や歩行での高度の腰痛、腰曲がりを呈します。

・ 治療としては、脊柱矯正固定が必要ですが、患者様にとって比較的負担の大きい手術になります。

従って、手術を二期的に行う場合があります。

・ まず、初回手術で腹側からケージを挿入し（XLIF, OLIF）、１Wほど後に後方からスクリューなど

により、脊柱の曲がりを矯正しつつ固定します。

・ 二回目の手術は、図のごとく広範囲の固定になりますので、時間もかかり、患者さんの負担も大き

い手術になります。また、退院までに1ヶ月以上を要します。

・ 負担の大きな手術ではありますが、術前の症状の改善はほとんどの例で認められています。


